
住所

連絡先

移動時間 三浦：27分 浦頭：14分

駐車場 バス：5台 車：10台

営業時間

休日 所要時間

利用料金 ＨＰ

周遊ルート（例） 近隣施設

0956-58-2718（保存会）

9：00～16：00（12：00～13：00休憩）

年末年始（12月29日から1月3日）

https://www.sasebo99.com/spot/268無料

写真

40分（見学）※団体は要予約

佐世保市寄港地観光情報

観光資源名称　≪旧佐世保無線電信所(針尾無線塔)≫ 形態：日本遺産・国重文

【基本情報】

佐世保市針尾中町382

①　港→針尾無線塔→ラオックス(昼食）→梅ケ枝酒造→無窮洞→港
②　港→針尾無線塔→西海橋（昼食）→梅ケ枝酒造→無窮洞→港
③　港→梅ケ枝酒造→無窮洞→西海橋（昼食）→針尾無線塔→ラオックス→港

ハウステンボス、無窮洞、梅ケ枝酒造、ラオックス（和泉
屋）、いちご狩り（パラダイスガーデン）

【施設概要】

大正7年（1918年）から対象11年（1922年）にかけて建設された日本に残る唯一の長波通信施設
で、総工費155万円（現在の約250億円）を費やして建設された。
高さ136ｍを誇る3本の巨大な電波塔は300ｍ間隔で正三角形に配置（中心には電信室とよばれる
鉄筋コンクリート造の通信施設を設置）されており、煉瓦造りに代わる最先端技術として佐世
保で発展した鉄筋コンクリート技術の到達点であり、近代建築の金字塔といえる。
太平洋戦争の開戦を告げる「ニイタカヤマノボレ1208」の電信を発したとも伝えられている。
平成25年3月に国重要文化財（建造物）に指定され、平成28年4月には、日本遺産「鎮守府～日
本近代化の躍動を体感できるまち～」の構成資産として認定。

参考（写真等）

https://www.sasebo99.com/spot/268

